
2/20・21 公立特別選抜入試

2/20 進路指導委員会 ○先生たちで公立一般選抜を受験する人を中心に一人ずつ

　の進路について検討する大切な会議です。

2/21～2/27 三者懇談 ○公立高校一般選抜の受験校を決めます。

3/1 公立特別選抜合格者発表

3/1 公立一般選抜書類精査 ○一般選抜出願書類に不備がないかを先生が最終確認します。

3/2 公立一般選抜一斉出願

3/10 公立一般選抜入試

3/14 卒業式

3/20 公立一般選抜合格者発表

☆「進路指導委員会」(12/13）とは・・・、何？

☆今後のテストと懇談、そして進路決定に関係する日程です。

11/21～28 第4回進路希望調査 ○11月懇談の内容をふまえ、記入します。

11/22～25 2学期末テスト

12/13 進路指導委員会 ○先生たちで69期生全員を対象に一人ずつ進路について

　検討する大切な会議です。

12/15～21 三者懇談 ○私立高校・公立特別選抜の受験校を決めます。

○公立一般選抜についても方向性をほぼ決めます。 ☆第４回進路希望調査記入にあたってのお願い

冬休み中 ○公立高校入試自己申告書下書き完成→1/6の8:30～9:30に担任の先生へ提出

○Web入力による願書作成の私立高校

　→入力を済まし「確認書」を1/6の8:30～9:30に担任の先生へ提出

○手書きの願書記入が必要な私立高校

　→願書を受領し、何も書かずに1/6の8:30～9:30に担任の先生へ提出

1/11 第4回実力テスト

1/12～1/18 私立高校願書作成

1/20 私立高校願書精査 ○私立高校出願書類に不備がないかを先生が最終確認します。

1/23・24 学年末テスト ☆１２月懇談に向けてのお願い

1/24 私立高校一斉出願

1/26・27 模擬面接

2/1～2/8 第5回進路希望調査 ○12月の懇談内容をふまえ、記入します。

2/9 公立特別選抜書類精査 ○特別選抜出願書類に不備がないかを先生が最終確認します。

2/10・11 私立高校入試

2/14 公立特別選抜一斉出願
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１１月の三者懇談が終わり、本日、第４回進路希望調査を配布しました。進路希望調査を記

入するときは、今まで以上に、お家の方に自分の気持ちをしっかり伝えて、話し合い、お互い

に方向性を決めたうえで記入してきてください。締め切りは１１月２８日（月）です。

先日の懇談で「今の成績でどこに行けますか？」という始まりだった人はいませんか。公立

はその年の倍率によって大きく「困難度」が変わりますし、私立は近年の流れを見ながら、併

願受験者がどれくらい戻って（公立高校に合格できなくて）来るかも予想しながら定員や「困

難度」が変動します。

その状況については、豊能地区では年間１０回近くも行われる「進路希望調査」の結果が、

速報で各中学校に配信されますので、五中の先輩方の状況と照らし合わせながら、進路指導委

員会で判断し、みなさんにも必要事項をお知らせしていきます。

それよりも『何をしに行くのか』『何がしたいのか』を考え、各自の現在の学力も踏まえて

今後の「自分の生き方」を定めていくことが大切です。新しいスタートに向けてお家の方、担

任の先生としっかり相談してくださいね。

今回、みなさんに提出してもらう第４回進路希望調査、そして今までのテスト等の

結果や生活の様子を踏まえて、五中の他学年の先生たちやいろいろな役割の先生たち

にも協力してもらって、６９期生全員、ひとりずつの進路について検討します。その

ため、当日は３年生のみ午前中授業(給食はあり)となります。担任の先生はこの進路

指導委員会の結果を踏まえて、みなさんとの懇談に臨みます。

第４回進路希望調査を１１月懇談の結果も踏まえず、お家でしっかりと話し合いも

せずに提出すると、この会議が有効な場とならず、１２月懇談を何回もしなければい

けないことにもなりかねません。もちろん、この時期になっても「未定」で出されて

は、先生たちもどうしたらいいかわかりません。提出締め切りまで１週間あります。

この時間を大切にしてくださいね。

英検等の外部試験の資格優遇の活用を考えている人へ

受験の手続き上、資格を間違いなく所持していることを中学校は確認しなければい

けません。資格所持を証明する証明書の原本を１２月懇談で担任の先生に提出できる

ように準備してください。出願時に提出する証明書は中学校で写し（コピー）をとっ

たものを活用します。どのような資格が活用できるかは受験する高校によって異なり

ますので、募集要項等で確認をお願いします。例えば、英検・漢検・数検などは３級

から活用できる高校もあります。

進路指導委員会で十分に検討するにあたって、「○○高校の■■コースを希望」と

いうところまで必要になりますので、私立ならコース名や公立なら学科名まで記入し

てください。

特に私立高校では同じ普通科でも「特進」や「総合」など複数のコースを設置して

いる高校がほとんどです。まずは、自分が考えている高校のコースの中身や特徴、目

指すところをよく研究・確認しておいてください。高校によっては第２志望以降、複

数のコースを志願することができます。しかし、難易度の高いコースから順に志願す

ることが正しいのかどうかは人により異なります。本当に自分が希望するコースはど

こなのか、どのような高校生活を送りたいのかを事前によく考えておいてください。


